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【調査研究概要】

ドップラーレーダー（図１）を用いた観測と解析を行い，新潟県中部における雪雲の形状と地上降雪分布の

関係を記述した．2000年 2月 10日－19日の連続観測データから継続時間が 4時間－21.5時間の 14事

例を選び出し，等価反射強度因子(Ze)分布をもとに各事例を 4種類の雪雲モードに分類した．雪雲モードとし

てよく知られたＴモード，Ｌモードに面状モード，山岳斜面モードを加えた．Ｌモードでは局所的に内陸から海

上まで降水量極大域が延び，これは雪雲がどこに上陸したかに影響されていた．Ｔモードでは海上からレーダ

ーエコーが見られたにもかかわらず降水量は内陸部で大きくなっていた．面状モードは観測域のほとんどに広

がる降水が続いたもので，山岳斜面モードは，山岳風上斜面に移動しない降水が継続したものである．面状モ

ード，山岳斜面モードは冬型を中心とした一連の降水の始めと終わりに現れる傾向があり，L モード，T モード

は冬型の最盛期に現れる傾向があった．雪雲モードによらず高度 1.6kmの平均 Ze と地上降水量のパターン

は定性的に一致することが多かった．アメダス観測点 16 地点について地上降水量と上空降水量を事例別に

比較すると（図２），相関係数は 14 事例中 9 事例で 0.7 を越えた．上空降水量が同じ値の場合，地上降水量

は面状，山岳斜面モードにおいては Lモード，Tモードの 2倍程度になった．これは面状，山岳斜面モードで

高度 1.6kmから地上までの間に降水量の増幅が特に強く起こっていたことを示唆する.
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図 2 解析した 14 事例についての地上降水量(AMeDAS)と上空降
水量(X­POL)の比較．上空降水量は L モードの地上降水量
を基準に補正してあるが,バイアスが残っている可能性があ
る．

図 1 観測に使用した防災科学技術研究所
Xバンドドップラーレーダー(X­POL)．


